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研究成果の概要（和文）：本研究は、「独特な日本文化」というような、日本文化を他国・他文化から切り離して捉え
る見方に挑戦し、日本文化政策史をトランスナショナルな文脈から再考する。一方で日本は、戦時期には欧州の文化政
策の方法論を受容し、占領期にはアメリカの文化的浸透と競う中で、自国文化に対する自信を高揚させてきた。他方、
高度成長期には、自らの文化政策の経験を解放後の韓国に教示してきた。本研究は、一見、一国にユニークな現象に見
える「文化」というものが実は他国との関係から「政策」として形作られていくものであることを明らかにする。

研究成果の概要（英文）：This research examines the historical process of Japan's promotion of cultural pol
icy in the era of Showa, and contributes to a better understanding of the discourse of cultural politics i
n modern nation states. It expands the discussion to include the way in which the wartime Japanese governm
ent adopted the methodology of cultural policies of the Western countries; later competed some of their ow
n cultural representations with Americanism after the war defeat; and the ideas and forms of Japanese cult
ural policy influenced the post-colonial South Korean government.
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本大衆文化においては「昭和」と

いう言葉がブームとなっており、昭和は、す
でに「歴史」として再検討すべき時代となっ
たといえる。実際、近代日本史分野において
大正文化についてはすでに十分論じられて
いるにもかかわらず（南博、Jordan Sand に
よる研究）、昭和期については未だ総合的な
考察が行われておらず、これに注目する必要
がある。 
申請者は、この研究テーマに着手するにあ

たって、1970－80 年代、日本が経済大国にな
るにつれて浮上した文化論に注目してきた。
当時、政府レベルでは「文化日本」というス
ローガンを立ち上げ（大平、中曽根首相の国
会演説文）、他方、国民の間では日本人論や
日本文化論（Harumi Befu による研究）が流
行した。 
このような文化論の登場の背景には、戦後

日本の驚異的な復興に対する世界からの注
目、それに対する日本人の自負心、そして国
際社会において高まる、日本の国際貢献への
要求などが相関しているというのが、通常の
見方であった。この例からわかるように、一
見、「文化」は、国際的影響力や経済力とい
った、ある国家の内発的な変化の表象として
捉えられやすいが、このような捉え方に対す
る疑問が本研究の出発点である。 
本研究は、こうした通説に対して、文化形

成を他国・多文化との歴史的ディコースの産
物として理解し、 日本の「文化」が「政策」
としてプロモーションされてきた過程を解
釈し直すものである。日本は、孤立した「独
自の文化」を推進してきたというよりも、欧
米諸列強が実践した文化政策を自らの歴史
的文脈（帝国表象、戦争動員、占領人との競
争、経済復興など）に置き直して展開してき
たのであり、他方、戦後の脱植民地アジア諸
国には文化政策のモデルとして影響を与え
てきた。こうした観点から、戦時期から高度
成長期までを通じて行われた日本における
「文化国家」の内容を再考察したいというの
が、申請者の着想に至った経緯である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「独特な日本文化」というよう

な、日本文化を他国・他文化から切り離して
捉える見方に挑戦し、日本文化政策史をトラ
ンスナショナルな文脈から再考する。 
一方で日本は、戦時期には欧州の文化政策

の方法論を受容し、占領期にはアメリカの文
化的浸透と競う中で、自国文化に対する自信
を高揚させてきた。他方、高度成長期には、
自らの文化政策の経験を解放後の韓国に教
示してきた。 
本研究は、一見、一国にユニークな現象に

見える「文化」というものが実は他国との関
係から「政策」として形作られていくもので
あることを明らかにする。 
 

３．研究の方法 
［１］学会発表 
北米とアジア諸国で開かれた、東アジア

の歴史や文化関連の様々な国際学会に参加
し、研究成果を発表した。発表のほかに、
討論者としても参加し、情報提供を行った。 
 
［２］執筆  
英文の査読付学術雑誌に数件の論文を投

稿した。査読者や研究協力者からコメント
を取得するなどの小成果を重ねることによ
って、本研究の大きな論点をも改めて絞り
重ねることができた。 
こうした活動の成果として、2014 年度に

は、単行本が刊行される予定である。 
共著については、関連分野の日本人研究

者といくつかの図書執筆を行った。 
また、海外における日本研究にも協力を

行うため、韓国語に翻訳された日本史関連
書籍に解題を掲載した。 
 
［３］海外調査 
欧米・アジアにおける文化政策者、歴史

学者とアイディアの交換や連携活動を行っ
た。アジア歴史研究におけるこうした国際
的スカラシップの更新はまさに学際性・国
際性を特長とする本研究の意義でもある。 
 
４．研究成果 
［１］戦時期対外文化政策 
戦時期日本の外務省と国際文化振興会に

よる文化外交政策の特徴や問題点を検討し、
さらに、宝塚の海外プロモーションの事例を
通じて、文化政策の推進者であった官僚、宝
塚のような民間の文化生産者といったよう
な、関係者間の様々な思惑や協力関係を分析
した。 
また、日本の対欧米文化外交を、対植民地

文化政策や崔承喜のアメリカ公演と比較し
ながら、西洋列強と競争できる、アジアにお
ける唯一の「進んだ文化」の所有者としての
イメージを、戦時期日本がいかに発信しよう
としたかを調査した。 
研究成果は、2011 年に、International 

Journal of Cultural Policy に掲載したが、
これは、2009 年岩波書店より刊行された『思
想』掲載論文の英語版に対応する。 
 
［２］日韓における文化政策の比較 
朴正熙統治下の韓国政府が、日本の文化政

策を取り入れていく政治的・歴史的過程を分
析した。 
朴政府は「文化韓国」のスローガンを掲げ、

精神動員や国学運動の展開など、様々な「文
化振興計画」を推進したが、特に、韓国文芸
振興院によるセマウル文化運動は、戦時争期
日本の大政翼賛会や戦後の新生活運動と、そ
の思想や形において共有している点が数多
くある。 
この分析において、第一に、韓国政府が文



化政策を取り入れる課程における脱植民地
構造の限界や、矛盾した民族主義が伺えた。
第二に、韓国側に文化政策の助言を行った日
本人政治家、芸術家、思想家の活動やその目
的を明らかにした。最後に、ポスト朴時代に
おける文化政策の変容を分析した。 
研究成果は、2010 年の秋に、The Journal of 

Korean Studies に掲載した。 
 
［３］占領期の文化政策 
戦時期日本の文化政策が、敗戦後の再建の

過程のなかでどのように変容したのかを論
じた。 
占領下において、文化行政は大政翼賛会か

ら文部省に移され、文部省は、象徴天皇のも
とで平和を好む「文化国家」として、日本を
刷新するための基礎を提供する役割を担う
こととなった。文部官僚は、戦争動員から戦
後再建への国家目的の変化に伴い、適切な文
化の意味合いを民主主義へと再構成しよう
とした。この過程においては、アメリカニズ
ムだけが唯一認められた正しい「文化」であ
ったわけではなく、左右翼および階層間の理
念的競い合いが激しく行われた。 
この分析においては、アメリカと日本とい

う占領・被占領関係に加えて、敗戦後の日本
社会自らの内部で生じた葛藤、さらには戦前
からのつながりまで考慮に入れることで、当
時の時代像が多面的に描き出された。 
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